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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

何
年
か
前
に「
武
士
の
家
計
簿
」

と
い
う
藤
沢
周
平
の
小
説
が
映
画

化
さ
れ
た
が
、
一
年
の
終
わ
り
に

労
働
者
の
家
計
簿
と
し
て
生
活
を

ふ
り
か
え
る
。 

  

な
ぜ
数
字
を
並
べ
る
か
と
い
う

と
、
新
自
由
主
義
の
非
正
規
雇
用

で
、
私
た
ち
の
賃
金
が
非
常
に
低

い
か
ら
だ
し
、
生
活
が
赤
字
に
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
今
、

安
倍
内
閣
の
働
き
方
改
革
で
、
残

業
代
ゼ
ロ
と
か
成
果
主
義
賃
金
へ

の
移
行
で
、
さ
ら
に
賃
下
げ
が
行

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。 

  

そ
の
基
本
は
、
国
は
戦
後
作
っ

た
労
働
者
保
護
法
で
、
働
く
人
の

最
低
賃
金
の
保
障
を
定
め
た
。
し

か
し
働
き
方
改
革=
労
働
者
保
護

法
の
規
制
緩
和
で
、
こ
の
最
低
賃

金
の
確
保
す
ら
、
い
ま
投
げ
捨
て

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

  

ま
た
二
〇
一
八
年
は
選
挙
が
な

い
一
年
で
あ
る
と
し
て
、
自
民
党

は
税
金
も
あ
げ
る
と
い
う
。
国
民

は
「
ほ
か
に
選
択
肢
が
な
い
」
と

い
う
理
由
か
ら
自
民
党
を
選
ん
で

い
る
し
、
弱
者
の
味
方
を
標
榜
す

る
公
明
党
が
自
民
党
を
補
完
し
て

い
る
か
ら
の
政
権
な
の
だ
が
、
安

倍
首
相
は
強
気
だ
。 

  

こ
の
一
年
の
家
計
簿
は
、
非
正

規
雇
用
の
独
身
の
男
性
で
三
〇
歳

代
の
一
人
暮
ら
し
を
想
定
し
て
い

る
。
ア
パ
ー
ト
に
借
家
で
、
軽
自

動
車
を
も
っ
て
い
る
。
中
古
で
買

っ
た
の
で
五
年
ロ
ー
ン
だ
。  

 

長
崎
県
の
最
低
賃
金
は
全
国
最

低
で
一
時
間
が
七
三
七
円
だ
。
一

日
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
五
八
九

六
円
。
一
月
に
二
五
日
働
い
て
、

十
四
万
七
四
〇
〇
円
が
賃
金
だ
。

残
業
や
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
て
一
年

で
合
計
二
百
八
万
八
千
八
百
円
だ
。

総
収
入
は
こ
れ
だ
け
だ
。 

 

一
方
、
支
出
は
項
目
も
額
も
個

人
差
は
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
一
概

に
は
言
え
な
い
が
、
お
お
む
ね
誰

で
も
関
係
す
る
も
の
を
入
れ
た
。 

総
支
出
は
二
百
七
十
七
万
円
で
、

赤
字
は
年
間
に
約
七
十
万
円
と
な

る
。
と
て
も
自
力
で
は
や
っ
て
い

け
な
い
し
、
親
な
ど
の
支
援
な
し

に
は
生
活
が
で
き
な
い
。 

ま
た
こ
れ
に
は
電
化
製
品
、
家

具
の
購
入
や
修
理
な
ど
の
費
用
は

入
っ
て
な
く
、
さ
ら
に
は
貯
金
も

で
き
な
い
の
で
、
親
な
ど
の
支
援

者
が
い
な
い
場
合
は
、
借
金
し
か

な
い
。生
活
費
に
借
金
す
る
と
は
、

こ
の
人
は
自
己
破
産
す
る
し
か
な

い
。 

 

こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
男
性
は
彼

女
と
の
デ
ー
ト
や
食
事
も
ま
ま
な

ら
ず
、
結
婚
も
厳
し
く
、
結
婚
し

て
も
、
子
供
も
財
政
的
に
作
れ
な

い
。も
ち
ろ
ん
、家
も
持
て
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
個
人
と
し
て
も
先

の
展
望
は
見
え
な
い
。
個
人
の
集

合
体
が
国
家
だ
と
い
う
理
屈
で
い

う
と
、国
の
将
来
も
明
る
く
な
い
。

国
の
ト
ッ
プ
、
政
治
家
、
財
界
人

と
し
て
も
、
無
責
任
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。 

  

先
日
、
経
営
者
の
言
い
分
と
し

て
、
日
本
の
労
働
者
は
守
ら
れ
て

い
て
、「
不
幸
で
は
な
い
」
と
い
う

新
聞
記
事
が
あ
っ
た
が
、
年
収
一

千
万
円
の
高
額
な
ら
ば
そ
う
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
労
働
者
の
中
の
わ

ず
か
だ
。
貧
乏
の
実
態
を
見
て
い

な
い
か
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
そ

れ
で
い
い
、
と
い
う
人
な
の
だ
。 

 

 

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
非
正

規
社
員
の
正
社
員
化
。
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
。
会
社
の
増
員
。
労

働
法
の
規
制
緩
和
の
阻
止
。
労
基

法
の
破
壊
は
許
さ
な
い
。
こ
れ
で

み
ん
な
が
た
た
か
う
し
か
な
い
。 

  

最
後
に
労
基
法
の
第
一
条
を
付

記
す
る
。 

（
労
働
条
件
の
原
則
） 

第
一
条  

 

①
、
労
働
条
件
は
、
労
働
者
が

人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
営
む

た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

②
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
労
働

条
件
の
基
準
は
最
低
の
も
の
だ

か
ら
、
労
働
関
係
の
当
事
者
は
、

こ
の
基
準
を
理
由
と
し
て
労
働

条
件
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
向

上
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

あ
ら
た
め
て
こ
の
労
基
法
の
大

切
さ
を
認
識
し
、こ
れ
を「「
革
命
」

と
か
「
改
革
」
と
称
し
て
、
破
壊

す
る
安
倍
内
閣
や
富
裕
層
の
更
な

る
強
欲
主
義
を
打
ち
破
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

生
活
と
は
た
た
か
い
。
生
き
る

こ
と
は
た
た
か
い
。
労
働
組
合
と

と
も
に
た
た
か
う
。
こ
れ
が
い
ま

一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
。団
結
権
、

団
交
権
、
ス
ト
権
の
労
働
三
権
の

権
利
は
普
段
に
行
使
し
、
維
持
し

な
け
れ
ば
、
法
は
有
名
無
実
と
な

り
、い
っ
た
ん
失
わ
れ
た
権
利
は
、

自
分
で
歩
い
て
、
労
働
者
の
た
め

に
は
や
っ
て
こ
な
い
。
労
基
法
第

一
条
を
肝
に
銘
じ
よ
う
。 

 

一
年
で
七
十
万
円
の
赤
字
と

い
う
こ
と
は
、
時
給
を
三
百
五

十
円
上
げ
、
賃
金
を
七
十
万
円

あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
は
春
闘
で
、
時
給
の
千

円
ア
ッ
プ
を
要
求
す
る
が
、
生

活
の
実
態
に
合
う
、
当
然
の
要

求
な
の
だ
。 

 

＊
＊
＊ 

＊
＊ 

＊
＊
＊ 

 

●
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の 

新
年
旗
開
き 

１
月
１３
日
（
土
）
１８
時
半 

地
区
労
会
館 

会
費
、
二
千
円
と
千
円 

労働者の家計簿  

最低賃金のフルタイムで 

費目 収入  

収入 １月 年間 

賃金 147,400 1,768,800 

ボーナス ２回 200,000 

残業など 10,000 120,000 

合計  2,088,800 

支出   

食費 40,000 480,000 

外食費 12,500 150,000 

家賃 60,000 720,000 

税金 10,000 120,000 

電気 6,000 72,000 

ガス 5,000 60,000 

水道 3,000 36,000 

ＮＨＫ 1,200 14,400 

電話 2,700 32,400 

交通費 5,000 60,000 

車庫代 10,000 120,000 

ローン 40,000 480,000 

携帯 6,500 78,000 

インターネット 6,000 72,000 

衣類など 2,000 24,000 

日用雑貨 3,200 38,400 

車検、保険 3,000 36,000 

生命保険 5,000 60,000 

雑 10,000 120,000 

 231,100 2,773,200 

赤字が  ▼684400 

 

 

全労協・郵政産業労働者 
ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．381４ 

`１7年12月1９日（火）

℡･Fax 095-828-1953 
 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。 

1集-山本, 2集-向井, 3集-山田, 郵便-高田, ゆうちょ銀-上筋， 他支部・分会の役員へ。 


